
2025 年度 事業報告書 

（2025 年 4月 1日～2026年 3月 31日まで） 
 

特定非営利活動法人スマイルポケット 

１．はじめに 

今年度は、当法人の核である「子育て世帯の見守り強化に関する事業」である『ささっ

こスマイル便』を継続し、経済的困窮や孤立といった課題を抱える世帯への伴走型支援に

取り組んできました。また、2024年度のクラウドファンディングで皆様から頂いたご支援

により、待望の活動拠点となるみんなの居場

所『スマイルラボ』を開設し、地域に根ざし

た「第 3の居場所」としてスタートすること

ができました。 

 「笑顔になった誰かが、次の誰かを笑顔

に！」を合言葉に、行政、社会福祉協議会、

地域住民、企業の皆様と連携しながら、丹波

篠山の子育て世帯が孤立せず、笑顔で未来を

思い描ける町づくりを目指して活動を展開し

ました。 

 

２．事業の成果 

(1) 子育て世帯とつながり、よりそい続けるために必要な事業 

● 子育て支援情報の提供事業： 

SNSやホームページを活用し、他団体や企業からの食料支援、就学援助などの情報を随

時発信しました。丹波篠山市のホームページや広報紙に掲載された子育て支援情報や公

営住宅の募集情報なども発信しました。 

● ささっこ弁当： 

任意団体時代から実施してきた本事業は、その役割を十分に果たしたと判断し、計画

通り終了しました。 

  



(2) 子育て世帯の困りごとや悩みの解決・解消につながる事業 

● 個別相談対応： 

公式 LINEや対面での相談を通じ、1対 1で世帯に寄り添いました。市や社会福祉協議

会との 3者連携体制の構築も継続して進めています。公式 LINEや訪問時に寄せられた個

別の相談や、市営住宅への引っ越しなどにも対応し、寄り添った対応を心がけました。 

● 食品や物品の提供・とりかえっこバザー： 

思い出の詰まった子供服を無償で交換し合う「とりかえっこバザー」を開催し、多数

の衣類が新しい家庭へと繋がりました。必要に応じ、おむつ、粉ミルク、学用品等の提

供も継続しました。保護者から「制服・子ども服・おもちゃ・絵本などを提供したい」

と個別連絡のあった場合は、受け取る／受け取らないをスタッフで相談し対応しまし

た。 

また、「今日食べるものがない」など緊急の SOSにも対応し、お届けしました。 

 

(3) 子育て世帯のつながりを広げるためのイベント・ツアーなど交流に関する事業 

丹波篠山市の子どもの食の応援事業補助金を活用し、子どもたちの居場所や遊び場を

つくると共に弁当を 159食提供しました。スマイルラボ外での活動では、市内の事業者

に協力いただき、下表のイベントを開催しました。 

 

実施日 事業名・イベント内容 参加人数 場所／協力 

2025/07/27 夏野菜収穫体験交流会 15人 
襷ファーム 

協力：一般社団法人襷農園 

2025/10/12 黒枝豆収穫体験交流会 22人 
襷ファーム 

協力：一般社団法人襷農園 

2025/12/16 クリスマス会 22人 スマイルラボ 

2026/02/22 ささっこ青空ひろば 27人 
川代体育館 

協力：丹波篠山ｽﾎﾟｰﾂﾈｯﾄﾜｰｸ 

2026/03/15 ささっこ青空ひろば 7人 
総合スポーツセンター 

協力：一般社団法人 SSKT 

2026/03/30 しし汁の日 40人 スマイルラボ 

  



   
夏野菜の収穫体験        ささっこ青空ひろば「遊びの教室」 

   

       クリスマス会               しし汁の日 

 

(4) 子育て世帯の見守り強化に関する事業 

● 子ども宅食『ささっこスマイル便』： 

毎月 1回第 2金曜日を基本に、食材や日用品を直接各家庭へ届け、対面での見守りと

相談支援を実施しました。年間累計で米 1.3トン、食品・食材 1.1トンを提供しまし

た。12月には認定 NPO法人チャリティサンタの『ブックサンタ』に参加し、子どもたち

に絵本や児童書を届け、親子の会話を増やすことができました。訪問時に寄せられた個

別の相談に対応し、1対 1で世帯に寄り添いました。 

アンケートでは「1人じゃないと感じる」「相談先があり安心できる」「親子の笑顔・

会話が増えた」との回答が多数寄せられ、孤立感の解消に大きく寄与しました。 

 

項目 実績（実数） 実績（年間延べ累計） 

支援世帯数 43世帯 477世帯 

保護者数 54人 581人 

子ども数（18才以下） 91人 1,023人 

合計利用者数 145人 1,604人 

 



 

 

   
コープこうべでの仕分け作業       JA を通じていただいた野菜や果物 

   
ブックサンタで支援いただいた絵本      お届けに向けて車に積み込み 
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● 子育て世帯の居場所事業『スマイルラボ』： 

5月にお披露目会としてミニ縁日を開催し、60人以上の親子が来場しました。みんな

で一緒に楽しくご飯を食べる「カレーの日」の実施や、現役塾講師の協力を得て、夏休

み・冬休みの「学習支援」の場として、ひとり親の交流場所として活用しました。 

実施日 事業名・イベント内容 参加人数 備考／場所 

2025/05/18 ミニ縁日 69人 スマイルラボお披露目 

2025/10/12 カレーの日 22人 スマイルラボ 

2025/07/31 

2025/08/30 
夏休み学習支援 8人 子どものみ対象 

2025/09/28 ハンドマッサージ 5人 ひとり親交流会 

2025/11/01 ハロウィン 20人  

2025/11/29 とりかえっこバザー 40人  

2025/12/14 しめ飾り作り 5人 ひとり親交流会 

2025/12/20 クリスマス会 22人 子どものみ対象 

2026/01/04 冬休み学習支援 4人 子どものみ対象 

2026/02/14 黒豆味噌づくり 13人  

2026/03/30 しし汁の日 40人  

 

   
スマイルラボお披露目 ミニ縁日           カレーの日 

   
学習支援               黒豆味噌づくり 



(5) 子育て支援に対する取り組みや成果の発信に関する事業 
● 丹波篠山子ども支援ネットワーク： 

丹波篠山市内で子育て支援・子ども食堂を行っている市内団体間で情報・ノウハウの

共有や、食材のおすそ分けなどを行い、地域全体の組織力向上を図りました。 

● 社会福祉課への報告 6月 24日： 

丹波篠山市の子育て支援を担当する保健福祉部社会福祉課への報告会を設け、部長・

課長・担当者に向けて、2024年度の活動を報告し、要保護児童対策地域協議会への参加

や、支援対象児童等見守り強化事業への取り組みなど、要望を行いました。 

● “出張版”議会と語る会への参加 10月 30日： 

民生福祉常任委員会に属する議員のみなさんと意見交換を行い、スマイルポケットが

支援している子育て世帯の状況や支援の内容を報告しました。 

● “こんにちは市長室”への参加 12月 9日： 

丹波篠山市長に向けて、スマイルポケットが支援している子育て世帯の状況や支援の

内容を報告し、支援対象児童等見守り強化事業への取り組みなど、要望を行いました。 

 

(6) その他 
● 東岡屋自治会との連携： 

スマイルラボの開設に伴い、東岡屋自治会に入会しました。地区の草刈り作業に参加

するなど可能な範囲で行事に参加しました。また、ハロウィンでは子どもたちが訪問し

た際にお菓子を渡してもらったり、クリスマス会ではサンタクロース役をお願いしたり

と、スマイルポケットの事業にも関わっていただきました。 

● 地元企業・団体との連携： 

丹波篠⼭市⺠プラザ（ウイズささやま）が行うべき NPOの中間支援業務について、丹

波篠山市長宛に要望書を提出した結果、地域しごとサポートセンター丹波と共催する

『市民活動団体・NPOの交流会』が 2026年 1月 31日に開催されました。この交流会をき

っかけに、市内の企業や団体とより一層の関係を深めていきます。 

● 支援者交流会： 

活動を支えるスタッフやボランティアを対象に、交流会を 2回開催。支援者同士の顔

の見える関係性を強化しました。 

 

３．事業の評価と今後の課題 

『ささっこスマイル便』の利用世帯が前年度末から微増（37世帯→43 世帯）している

ものの、「もう大丈夫」と自立される世帯、市外へ引っ越しされた世帯があり、入れ替

わりも生じています。その分、困窮世帯へのリーチが拡大しているとも言えます。アン

ケートでは利用者の 76%以上が「1人じゃないと感じる」と回答し、精神的支えとしての



役割を果たしました。 

2025年度は活動拠点『スマイルラボ』の開設により、従来の「届ける」支援に加え、

「集まる」支援の両輪を整えることができました。『スマイルラボ』ができたことで、

活動の幅が大きく拡がりました。ただ、まだまだ認知度が低く、オープン日にやってく

る子どもたちや保護者もまだまだ少ない状況です。長期休暇中の「学習支援」の申し込

みが少なく、勉強するためにとオープンしている夜の時間帯に中高生はまだ来てもらえ

ていません。どのようにすれば中高生が気軽にやってきてくれるか、広報の工夫が必要

と考えています。 

市内の団体をつなぐ丹波篠山子ども支援ネットワークは、まだ十分に機能していると

は言えず、2026年度には兵庫こども食堂ネットワークの丹波エリア支部代表になる予定

であり、その点も含めてネットワークのあり方を検討していきます。 

４．事業実施体制 

(a) 会議に関する事項 

● 通常総会：5月 13日に開催。 

● 理事会：年 3回（5月 12日、10月 16日、3月 17日）開催。 

● 定例ミーティング：毎月第 3木曜日に開催。 

(b) 役員 

役職 氏名 

代表理事 中村 伸一郎 

理事 堂岡 沙織 

理事 樋口 裕昭 

理事 宮川 藍子 

監事 長澤 瑞希 

 

５．おわりに 

法人全体としては単年度の助成金に頼った運営が続いており、寄付を増やすなど収入

の多様化が急務になっています。2026年度は、地元企業からの協賛や寄付、個人のマン

スリーサポーターを増やすことにしっかりと取り組んでいきます。 

今後も「子育てに笑顔を、喜びめぐる未来へ」のビジョンを掲げ、地域全体で子ども

たちを見守り育てるネットワークを育んでまいります。 


